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お悩み・質問を大募集！

どんなことでも構いません!
立場を問わず、酪農教育ファーム活動を

実践するにあたっての「お悩み」をお寄せください。

酪 農 教 育ファーム活 動にまつわる

ここに記入 !

酪農教育を学校の授業に取り入

れてみたいけれど、どうしたらよい

かわからない……。

体験に来た子どもから「なぜ牛は

白黒なの？」と聞かれて、答えられ

なかった。みんなならどう答える？

今回の感動通信について、ぜひご意見をお聞かせください。
今後の誌面づくりの参考にさせていただきます。

感動通信vol .63の

下記QRコードに
アクセス

該当する項目を
クリック！

回答が終わったら
送信をクリック！

※回答時間の目安は、2分程度です。 ※個人を特定できる情報をご提供いただくことはございません。

アンケートご協力のお願い

https://forms.gle/
w7gM5HVQ67EbCLsX9

S t e p S t e p S t e p

1 2 3

押すだけ！
押すだけ！

かる？

た と え ば …た と え ば …

上記QRから
アクセス

わくわくモーモースクール

東京都練馬区立大泉南小学校で



　認証を受けると、各種研修会に参加するこ

とができます。研修会に参加して専門家の話

を聞くことで、安全・衛生・防疫対策に関する正

しい知識や、酪農に関する最新の情報を得る

ことができるようになりました。

　また、他の認証牧場と交流し、情報交換す

ることができるので、牧場の経営に役立つと

ともに、自身のモチベーションアップにもつな

がっています。

　うちの牧場は都市近郊にあるのですが、「こ

こに牧場があったんだ！」と地域に認識してもら

えるようになりました。活動を知ってもらうこと

で、牧場のにおいや音への理解にもつながっ

ています。地域の方から「動物のあたたかさを

教えてくれてありがとう」と言われたのがうれ

しかったですね。また、研修会に参加すること

で知識が増え、他の酪農家とのつながりもでき

ました。

酪農教育ファーム活動Q＆A 
 認証を取得するメリットってなんですか？

face to face

酪農学園大学  村田先生の安全・衛生・防疫講座

感染症の成立を阻止せよ！

東京都練馬区立大泉南小学校で

わくわくモーモースクール

持続可能な社会の実現に
酪農が果たす役割
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酪農教育ファーム活動Q＆A
酪農教育ファーム活動を行う中で、困ったこと、悩んでいること、

なんとなくモヤモヤすること、そんなあなたの疑問・質問に同じ活動を行う仲間が回答します。

研修会を通じて、交流や、

情報交換ができる！

地域に認められる

牧場に！

「認証を取得するメリットを知り合いの酪農家に説明したいのですが、何と言ってよいのか困ります。 
他の方はどう感じているのか知りたいです」

馬
まがみ

上  温
はるか

香さん
いすみ高秀牧場／千葉県

柿
かき

澤
ざわ

 美
み

里
り

さん
柿澤牧場／神奈川県

Q今回のお悩み

A A答え 答え

認証を取得するメリットってなんですか？

こんな
時どう

する!?

※お二人にはP.7にも登場していただいております。

　認証を受けることで、「教育を行うのに適正な場」として相応しい環境（安全・衛生・防疫対策）を備えた“牧場”であると認められる

とともに、「教育を行うのに適正な人」として来場者等に質の高い体験を提供することができる“ファシリテーター”であると認められ

ます。なお、商標登録により、認証を受けた牧場等のみを「酪農教育ファーム」と呼ぶことができます。

（一社）中央酪農会議より

酪農家
の 酪農家の
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診
し
、
前
泊
せ
ず
に
当
日
早
朝
か
ら
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
５
年
生
は
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
で
酪
農
を
取
り
上
げ
、

東
京
23
区
内
で
唯
一
の
牧
場
で
あ
る
小

泉
牧
場
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
学
び
と
も
関
連
付
け
て
、
モ
ー
モ
ー

ス
ク
ー
ル
で
の
学
習
を
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
生
は
生
活
科
で
、
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
２
月
の
開
催
を
目
指
し
、

前
年
12
月
末
に
学
校
と
関
東
生
乳
販
連

と
で
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
校
庭

の
状
態
の
確
認
や
、
牛
を
連
れ
て
く
る

大
型
の
体
験
車
両
の
駐
車
場
所
、
各
コ

ー
ナ
ー
の
配
置
な
ど
も
決
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
こ
と
で
、
３
月
に
延
期
に
。

た
だ
、
こ
う
し
た
変
更
の
可
能
性
は
織

り
込
み
済
み
で
、
当
日
は
混
乱
な
く
安

全
・
安
心
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
た

ゆ
と
り
あ
る
計
画
に
よ
っ
て
、
児
童
た

ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た
「
牛
と
の
出
会

い
」
を
実
現
し
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
体
験
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

酪農家が学校を訪問し、乳牛とのふれあいや酪農家との交流などを提供する

「わくわくモーモースクール」は、外出に制限の多い今の学校にとって貴重な体験の場として

注目されています。関東生乳販売農業協同組合連合会では、

安全・安心に体験ができるよう工夫を凝らしながら、この活動を17年間続けています。

乳牛を前にした子どもたちからは積極的に質問の手が挙がった。

　
関
東
生
乳
販
売
農
業
協
同
組
合
連
合

会
（
以
下
「
関
東
生
乳
販
連
」）
で
は

平
成
16
年
よ
り
、
都
内
の
小
学
校
を
対

象
に
、
出
前
型
酪
農
体
験
「
わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
例
年
、
真
夏
を
避
け
て
５
、
６

月
ま
た
は
10
〜
12
月
頃
に
実
施
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
も
同
様
の
計
画
で
３

校
で
の
実
施
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
１
校
は
中
止
、
２
校

は
直
前
ま
で
実
施
の
可
否
を
検
討
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
検
討
と
な
っ
た
２
校
の
う
ち
の
１
校
、

練
馬
区
立
大
泉
南
小
学
校
（
檜
垣
盛
喜

校
長
、
児
童
５
９
５
人
）
で
の
実
施
は
、

同
校
の
主
幹
教
諭
で
あ
り
、
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
横
山
弘
美
先
生
の
熱
い
思
い
で
実
現

し
ま
し
た
。
年
度
当
初
は
全
校
を
対
象

に
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、

児
童
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
対
象
学
年

を
絞
り
、
５
年
生
と
１
年
生
だ
け
で
実

施
す
る
こ
と
に
し
、
実
施
時
間
も
極
力

短
く
な
る
よ
う
調
整
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
協
力
し
て
く
れ
る
酪
農
家
に
つ
い

て
も
、
学
校
ま
で
の
移
動
距
離
が
短
い

方
、
日
帰
り
が
可
能
な
方
に
限
っ
て
打

　昨年度はコロナ禍の影響で、様々な行事が中

止になりましたが、行事等の経験で子どもは大き

く育ちます。本校では、5年生の学習の中で地域
にある小泉牧場の見学を行っており、1年生も国
語の学習や生活科で動物に関わる学習があるた

め、横山先生の提案もあって申し込みました。実

物を見たり、それに触れたりする経験は、一番価

値がある活動だと考えます。当日、子どもたちの

目はキラキラしていて、実現できてよかったなと思

いました。また、活動を通し、命の大切さや食への

関心、動物の温かさも感じたのではないでしょう

か。貴重な体験をありがとうございました。

行事等の経験で

子どもは大きく育つ

東京都練馬区立大泉南小学校で

担任の先生から見た児童の反応

練馬区立大泉南小学校   檜
ひがき

垣盛
もりき

喜校長

校長先生の話

コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
限
り

酪
農
体
験
の
機
会
を

モ ー モ ー ス ク ー ル
わくわ

く

乳牛とふれあう前に全員が足踏み消毒

　総合的な学習の時間で、近隣の小泉牧場をPRすることを

目的に、牧場や牛を育てる酪農家について調べ、まとめる学

習を行っていました。そのため、当日の児童の興味・関心は高

く、より深く学ぼうとする姿が印象的でした。モーモースクー

ルでは乳搾り体験も行いました。初めて経験することも多く貴

重な経験となりました。また、複数の酪農家さんに出会い、ボ

ランティアの学生の中には酪農家を目指している方もいたこと

で、酪農という仕事を身近に感じ、将来を考えるきっかけにも

なりました。

　国語「どうぶつの赤ちゃん」の学習や、校内で飼育してい

るうさぎとのふれあいを通じ、生き物に関わり、大切にし

たい気持ちを育む学習を続けていたので、モーモースクー

ルで、その気持ちをさらに膨らませたいと思いました。当日

は、生き物である乳牛と直接ふれあい、教科書では感じら

れないあたたかさや大きさを感じることができました。また、

酪農家さんの話も、一方的な講義ではなく、一問一答の形

式で進められたので、自分たちの知りたいことに集中して聞

くことができました。 学年主任 廣
ひろ
幡
はた
繭
まゆ
子
こ

 主任教諭学年主任 中
なか
牧
まき
惠
え
津
つ
子
こ

 主任教諭

5年生1年生

貴重な体験
を

ありがとう

ございまし
た！

応
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関係者の方々のお話

酪農教育ファーム活動の思い出

　コロナ禍で各種イベントが中止になる中、わくわくモー

モースクールに久しぶりに参加し、子牛のブースを担当

しました。はじめは戸惑っていた子どもたちも、おとなし

い子牛にふれるとすぐに慣れ、「かわいい！」とメロメロ

になっていました。また、特に１年生の中には、オスもミ

ルクを出すと思っている子もいたので、教え甲斐がありま

した。コロナ禍での体験ということで身体的距離を保つ

必要がありますが、子どもたちが怪我をしないよう近くに

いる必要もあるので、そこが少し難しかったです。酪農

体験は子どもたちにいのちの大切さを伝える大切な活動

です。この活動を通じて「酪農家になりたい」という子が

出てきたらうれしいですね。

　令和2年度は2校のわくわくモーモースクールに参加しまし

た。大泉南小学校では、小泉牧場での体験もあり、動物に

接した経験のある子が多いのか、親しみを持って積極的に

子牛とふれあってくれた印象でした。親牛と子牛を見た1年

生は、2頭を「親子」という認識で見ていたのも印象に残って

います。牛のあたたかさを感じて、さらに動物を好きになっ

てくれ、「牛さん、ありがとう」という気持ちで給食の牛乳を

美味しく飲んでくれたら、うれしいですね。今回の体験で得

た興味や関心を持ち続けて、酪農家はもちろんですが、獣

医師や酪農に関わる仕事を目指したいという子が出てきてく

れることを願っています。

　
大
泉
南
小
で
は
、
５
年
生
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
、
毎
年
2
回
ほ
ど
近

隣
の
小
泉
牧
場
を
訪
問
し
て
お
り
、
昨

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が

１
回
訪
問
し
ま
し
た
。
小
泉
牧
場
で
は

搾
乳
体
験
を
し
ま
せ
ん
が
、
モ
ー
モ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
体
験
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
実
施
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
体
験
は
1
年
生
と
5
年

生
に
絞
り
ま
し
た
が
、
学
校
全
体
と
し

て
は
、
栄
養
士
の
協
力
に
よ
る
「
モ
ー

モ
ー
給
食
」（
写
真
1
参
照
）
の
提
供
や
、

馬
まがみ

上  温
はるか

香さん
いすみ高秀牧場／千葉県

柿
かき

澤
ざわ

 美
み

里
り

さん
柿澤牧場／
神奈川県

柿
かき

澤
ざわ

祥
しょう

太
た

郎
ろう

さん

関東生乳販連より

参加した酪農家より

  「わくわくモーモースクール」実施にあたり、協力いただいた

酪農家の皆さんは「酪農教育ファームファシリテーター」の認

証を受けています。抜群のトーク力で、子どもたちが牛や酪

農の仕事に興味・関心を持てるよう解説をしてくれました。

　練馬区立大泉南小学校では、「親牛とのふれあい（搾乳体

験）」「子牛とのふれあい」「酪農家の仕事」の3つのブースを

設け、酪農家9名、親牛１頭、子牛2頭で体験を行いました。

児童にはマスク着用など普段からの感染防止対策に加え、

体験前後には手洗いと手指のアルコール消毒、靴底の消毒

を徹底してもらいました。この部分は日本獣医生命科学大学

で畜産を学ぶ9名の学生がサポートしました。

　今回はコロナ禍での実施だったため、酪農家、事務局、学

生は、朝の検温・体調確認・マスク着用・手指のアルコール消

毒を徹底しました。また、学校側には、控室に普段よりも広い

教室を確保していただくことや換気ができること、児童と酪

農家との交流給食を中止することをお願いしました。

　例年とは異なる開催方法ではありましたが、子どもたちは

酪農家の話に熱心に耳を傾け活発に質問し、興味を持って

牛とふれあっていました。特に、5年生は以前から近隣の牧

場と交流があり、事前学習も十分に行ってくれたので挙がる

手が止まらないほどでした。

　先生方にも、訪問型の体験活動ができることを喜んでいた

だけました。コロナ禍で他の行事が中止・変更になり、校外の

施設に出向くことが難しい状況の中、校内で完結する「わく

わくモーモースクール」のような体験活動の需要は高いと感

じています。いのちのあたたかさや牛乳の特性、酪農家の仕

事について伝える取り組みは重要なので、今後も可能な形で

継続していく必要があると考えています。

　何より、ありがたかったのは酪農家の皆さんが、学校訪問

の打診に快く応じてくれたことです。「わくわくモーモースク

ール」を通して、酪農の価値やいのち、食について子どもたち

に直接伝える意義を感じてくださっている方々です。酪農家

の安全を考えるとコロナ禍での協力依頼には葛藤もありまし

たが、できる限りの対策を取り、実施できたこと自体が一つ

の大きな成果になったと思います。

給
食
委
員
の
児
童
が
給
食
放
送
で
1
週

間
牛
乳
ク
イ
ズ
を
出
す
な
ど
、
食
育
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
酪
農
の
仕
事
、
家
庭
科
で
牛
乳
の
学

習
を
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
「
い
の

ち
の
誕
生
」
の
話
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の

質
問
が
出
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
一

方
、
1
年
生
は
最
初
大
き
な
牛
に
驚
い

て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
、
子
牛

に
触
り
な
が
ら
活
発
に
質
問
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
体
験
を
通
し
た
学

習
に
よ
り
牛
や
人
へ
の
興
味
が
一
層
深

ま
っ
た
よ
う
で
、
改
め
て
「
触
る
」
こ

と
や
「
本
物
」
で
あ
る
こ
と
の
刺
激
は

重
要
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

体
験
を
し
て
い
な
い
４
年
生
が
お
楽
し

み
会
で
牛
を
主
人
公
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
紙
芝
居
を
作
り
発
表
し
た
の
で
す
。

窓
か
ら
見
た
体
験
の
様
子
が
非
常
に
印

象
に
残
っ
た
よ
う
で
、
牛
と
酪
農
家
が

学
校
を
訪
れ
る
こ
と
の
大
き
な
意
味
を

感
じ
ま
し
た
。

横
山
弘
美
先
生
に
き
く

　
平
成
13
年
に
大
泉
小
学
校
に
赴
任
し
、

３
年
生
の
授
業
で
酪
農
を
題
材
に
し
た

い
と
小
泉
牧
場
に
お
願
い
し
た
の
が
活

動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

で
す
。
酪
農
体
験
を
通
じ
て
自
分
の
テ

ー
マ
を
探
究
し
、
地
域
に
対
す
る
愛
着

が
湧
い
た
児
童
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、

酪
農
に
教
材
と
し
て
の
大
き
な
価
値
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
「
チ
ー
ム
ミ
ル
ク

ル
」
の
活
動
で
す
。
希
望
す
る
児
童
が

放
課
後
、
哺
乳
の
手
伝
い
で
小
泉
牧
場

に
1
か
月
間
通
い
ま
し
た
。
一
歩
間
違

え
る
と
子
牛
が
病
気
に
な
る
危
険
が
あ

る
中
、
真
剣
勝
負
の
中
で
成
長
し
て
い

っ
た
児
童
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
頃
、
同
じ
志
を
持
つ
全
国
の
教
員

ら
が
集
ま
っ
て
日
本
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
研
究
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
今
は
活

動
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
そ
れ
ゆ
え

体
験
学
習
が
一
層
貴
重
だ
と
感
じ
る
と

と
も
に
、
We
b
の
活
用
で
酪
農
家
と

教
室
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
が
強
み

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
活
動
に

関
わ
る
教
員
を
増
や
す
た
め
に
も
、
牛

乳
に
は
探
究
で
き
る
要
素
が
沢
山
あ
る

こ
と
を
伝
え
続
け
た
い
で
す
。

前練馬区立大泉南小学校主幹教諭
日本酪農教育ファーム研究会 事務局長
ホワイトボード・ミーティング®認定講師

横
よこ

山
やま

 弘
ひろ

美
み

さん

1 全品に牛乳を使ったモーモー給食　 2 小泉牧場での写生会　 3 3年生が描いた乳牛の絵　
4～ 6 放課後に子牛のお世話をするために集まった子ども達「チームミルクル」

牛
と
酪
農
家
が

学
校
を
訪
れ
る
意
味

1

4

2

5

3

6

酪
農
に
教
材
と
し
て
の

大
き
な
価
値
を
感
じ
た

あたたかい牛とのふれあい、児童も先生も酪農家も笑顔に

2

1
今
回
の
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
の
立
役
者

関東生乳販売農業協同組合連合会   

植草  友里江さん、酒井  彰
あき とし

敏さん
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酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
が

経
営
改
革
の
起
爆
剤
に
。

私
は
酪
農
家
の
応
援
団
で
す

広
野
　
一
番
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
原

料
と
な
る
「
生
乳
」
を
安
定
供
給
し
、

皆
さ
ん
に
飲
ん
で
頂
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
地
域
に
対

し
て
出
来
る
限
り
の
情
報
発
信
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
酪
農
教
育
フ
ァ

ー
ム
活
動
は
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
う
ち

の
牧
場
に
子
ど
も
た
ち
が
来
て
く
れ
る

こ
と
で
、
近
隣
の
方
々
と
も
よ
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
に
は
ジ

ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
隣
の
農
家
に
堆

肥
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
循
環
型
農
業

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

大
江
「（
開
発
の
）
持
続
性
」
と
は
、

「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
の
３
つ
の
頂
点

が
形
成
す
る
三
角
形
の
サ
イ
ク
ル
が
続

い
て
い
く
と
い
う
状
態
で
す
。
大
き
な

視
点
で
み
る
と
、
酪
農
そ
れ
自
体
が
経

持続可能な
社会の実現に酪農が

果たす役割
　近年、世界的に、「持続可能な社会の実現」に向けて、

各産業における取り組みが求められています。持続可能な社会とは「持続可能な開発が行われ、
持続可能性を持った社会」及び「地球環境や自然環境が適切に保全され、

将来の世代が必要とするものを損なうことなく、
現在の世代の要求を満たすような開発が行われている社会」を指すと言われています。
　今回は、酪農及び酪農教育ファーム活動が「持続可能な社会の実現」にどのように

関わることができるかをテーマに、酪農教育ファーム活動に携わる３人にお話を伺いました。

広
野　
世
界
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
中
で
、
牛
や
酪
農
が
早
い
速
度

で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
経
営
の
面
で
の
変
化
は
す
ぐ

に
は
起
こ
し
に
く
く
、
長
い
ス
パ
ン
で

物
事
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

酪
農
や
牛
乳
の
価
値
を
高
め
、「
牛
乳
を

継
続
し
て
飲
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う
こ

と
へ
の
使
命
感
を
持
つ
こ
と
で
す
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

経
営
し
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

は
さ
ん
ざ
ん
な
状
態
で
し
た
が
、
牧
場

が
あ
っ
た
か
ら
店
を
閉
め
ず
に
済
み
ま

し
た
。
酪
農
家
は
、
こ
れ
か
ら
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
世
の
中

の
流
れ
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
情

報
を
吸
収
し
て
い
く
の
に
、
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
の
存
在
は
と
て
も
価
値

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

大
江
「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」

で
、
酪
農
家
で
あ
る
広
野
さ
ん
の
お
話

を
伺
い
、
酪
農
の
新
た
な
地
平
を
切
り

開
く
に
は
行
動
力
と
視
野
の
広
さ
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
酪
農
家
も
視
野
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と

新
し
い
地
平
線
が
見
え
て
き
ま
す
。
酪

農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は
、
酪
農
家
の

視
野
を
広
げ
、
新
し
い
活
動
を
作
り
出

す
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
酪
農
家
は
、
全
国
各
地
に

中
で
も
牛
は
ど
っ
し
り
と
存
在
が
大
き

い
の
が
特
徴
で
す
。
実
際
に
子
ど
も
た

ち
が
触
れ
た
と
き
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
牛
の
温
か
さ
を
知

る
こ
と
で
、
い
の
ち
を
感
じ
る
印
象
的

な
経
験
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

青
山　
酪
農
に
は
他
の
農
業
と
は
違
う

課
題
と
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

牛
乳
は
栄
養
豊
富
な
反
面
傷
み
や
す
く
、

液
体
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
性
質
的
に

海
外
に
依
存
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

国
内
で
の
生
産
・
消
費
が
必
須
で
す
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
た
っ
た
の
37
％

で
す
。
牛
乳
は
国
産
１
０
０
％
で
す
が
、

海
外
か
ら
飼
料
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
た
め
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
食
品
残
さ
等
を
利
用

し
て
製
造
さ
れ
た
飼
料
）
の
利
用
や
、

地
域
の
農
家
と
連
携
し
た
飼
料
作
り
な

ど
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
に
循
環
型

社
会
を
目
指
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
に
目
を
向

け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
牛
に
触
れ
、

乳
を
搾
り
、
牛
の
温
か
さ
を
知
る
と
い

う
体
験
の
教
育
的
効
果
は
非
常
に
高
い

と
思
い
ま
す
。
人
間
の
食
料
を
生
み
出

す
動
物
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

東京農業大学国際食料情報学部国際バ
イオビジネス学科教授。北海道農業試
験場研究員および中国農業試験場農村
システム研究室長を経て、千葉大学園
芸学部勤務後、令和2年4月より現職。
農業と農村の新たな役割を明らかにする
ため、農村ツーリズムを対象に国内およ
びイタリアをはじめ海外との比較研究を
行うとともに酪農教育ファーム活動を研
究し、その成果を国際的に発信している。
酪農教育ファーム推進委員。

大
お お

江
え

 靖
やす

雄
お

氏

有限会社広野牧場 代表取締役。経営
理念は「共に育ち、幸せと農業の新しい
価値を創造します」。

事業内容
【酪農】乳用経産牛300頭
年間生乳出荷量3,000t、堆肥販売
【和牛繁殖】黒毛和種雌20頭
【交流】酪農教育ファーム認証牧場として
の体験受け入れ、農産物収穫体験の実施
【飲食】森のジェラテリアMUCCA経営、 

森のピッツェリアVACCA・森のチーズ工
房VACCA経営

広
ひろ

野
の

 豊
ゆたか

氏

KE
YWORD

1

牛
乳
を

継
続
し
て
飲
ん
で
も
ら
う

使
命
感
を
持
つ

KE
YWORD

2

「
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
」
に
向
け
て
、酪
農
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

農
業
・
酪
農
研
究
者
の
お
立

場
か
ら
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

酪農家　研究者　農業ジャーナリスト

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

取
材
経
験
を
多
数
持
つ
、青
山

先
生
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

酪
農
が
今
後
も
っ
と
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
。

QQ

Q

Q

済
活
動
で
、
牛
乳
と
い
う
基
礎
的
食
料

の
供
給
と
い
う
社
会
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
酪
農

を
含
め
て
農
業
が
21
世
紀
に
何
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
今
、
こ
の
進
展
が
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
酪

農
の
社
会
的
な
役
割
に
つ
い
て
、
次
の

方
向
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
例

え
ば
最
近
、
牛
が
ゲ
ッ
プ
と
し
て
放
出

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
が
地
球
温
暖
化
を
進

め
て
い
る
と
い
う
話
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
長
期
的
な
視
点
で

環
境
面
で
も
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
き

場
面
に
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は
、
誰
か

に
言
わ
れ
て
始
め
た
ボ
ト
ム
ダ
ウ
ン
の

活
動
で
は
な
く
、
酪
農
家
自
身
に
よ
る

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
活
動
と
し
て
盛
り
上

が
り
始
ま
っ
た
と
い
う
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
私
は
酪
農
家
の
応
援
団
と

し
て
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
が
酪

農
の
経
営
全
体
に
革
新
を
起
こ
し
て
い

く
起
爆
剤
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
を
、
酪
農
家
全
体
へ
ア
ピ
ー
ル

出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。
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散
ら
ば
り
な
が
ら
も
、
互
い
の
経
験
を

シ
ェ
ア
し
て
一
緒
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
磨
き
合
っ
て
、
新
し
い
分
野
に
進

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

青
山　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
酪
農
に
若
い
人
が
入
っ
て
く
る

こ
と
が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。
六
次
産

業
化
を
き
っ
か
け
に
酪
農
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
業
・
観
光
業
的
な
側
面
も
あ
る
の

で
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
リ
ス
ク

が
伴
い
ま
す
。

広
野　
ひ
と
り
で
酪
農
を
始
め
た
い
け

れ
ど
難
し
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
確
か
に
ひ
と
り
で
何
十
頭
、
何
百

頭
も
牛
を
飼
う
の
は
不
可
能
で
す
。
だ

か
ら
、
ひ
と
り
で
も
で
き
る
酪
農
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
ら
面
白

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
牛
5
頭
を
飼
い
、
搾
っ
た
生
乳

で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
作
っ
て
売
る
や
り
方

を
ひ
と
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
と
か
。

村
むら

田
た

 亮
りょう

先 生

　酪農教育ファーム活動にとって、感染症は大敵です。牛が
かかる病気も、人がかかる病気も、農場には入れない、拡げ
ない、持ち出さないのが大原則です。牛と直に触れ合い、い
のちの大切さと牛乳の温かさを知ることができる貴重な体験
も、その後で体調を崩してしまっては台無しです。感染症が
どのようにして成立しているのか、基本に立ち戻って日々の
飼養管理や酪農教育ファーム活動を見直してみましょう。 
　感染症は、「感染源（病原体）」、「感

かん

受
じゅ

性
せい

宿
しゅく

主
しゅ

」そして、そ
の2つをつなぐ「伝播経路」の3要因が揃ってはじめて成立し
ます。当たり前のことですが、逆にこの3要因のうち、どれかた
った1つをなくしてしまえさえすれば感染症は防げるのです。
私たちのどのような行動が感染症成立に関わっているのか、
どのようにして3要因を打ち消すことができるのかを知ること
で、意外と難しい話ではないと感じていただけると思います。 
　まず、「感染源」についてですが、これは病原体そのもの、ま
たは病原体に感染した動物などを指します。ウイルスや細菌
といった微生物を地球上から駆逐してしまえば、もちろん感
染症も消滅します。単純そうな話ですが、これがなかなか難
しいのです。科学技術が発達した現代でも、撲滅できた病原
微生物はたった２つしかありません。まずは有名な天然痘。
人類を長く苦しめてきたウイルス病ですが、昭和55年に根絶
宣言が出されました。それから20年以上が経ち、平成23年ま
でにやっと、牛の病気である牛疫が根絶されました。感染す

神奈川県横浜市出身。平成12年～平成18年 酪農学園大学で主に乳牛の細菌病を
研究、平成18年～平成22年 北海道大学（獣医学研究科 公衆衛生学教室）でウエ
ストナイル熱や日本脳炎を研究、平成22年～平成26年 東京農業大学（畜産学科 
家畜衛生学研究室）で家畜の伝染病研究を経て、平成26年より現職。

る動物の種類が多く、野生動物からうつされるような病気は
なかなかコントロールできません。また、不顕性感染といって、
感染しても症状が出ないことのある病気は発見される前に
伝播してしまうため、とてもやっかいです。COVID-19（新型コ
ロナウイルス）も若年層においては不顕性感染が多いため、
本人も気付かぬうちに感染源になってしまうという特徴が流
行を長引かせています。 
　次に「感受性宿主」です。「感受性」とは、病原体に感染し
得るという意味ですが、これを「抵抗性」に変えてしまえば感
染症は防げます。その一番の武器がワクチンでしょう。動物
の体内に弱らせた病原体や病原体の一部を接種することで、
いわば病気の予行演習をさせるのがワクチンです。一度病
原体の特徴について記憶した身体は、ホンモノが侵入してき
た時に素早く、力強く戦うことができるのです。牛も人も、予
めワクチンを打っておくことで多くの感染症を予防すること
ができますが、ワクチンのない病気もありますし、全ての病気
のワクチンを打っておくことは難しいので、農場ごとに特にリ
スクが高いと思われる病気について優先して接種する必要
があるでしょう。 
　最後に、最も私たちが対策しやすいのが「伝播経路」です。宿
主が病原体と接触しなければ、もちろん感染症にはかかりませ
ん。適切な消毒剤の使用や牛舎内外の動線の見直しによって、
牛と病原体、見学者と病原体が接触しない工夫が重要です。 

酪農学園大学 獣医学群 獣医学類 獣医細菌学ユニット 講師

感受性宿主感染源（病原体）

・安 防 講
衛 疫 座全
生
・

村田先生の

感 染 症 の 成 立を 阻 止 せよ！
今月のテーマ

感染源・伝播経路・感受性宿主の３要因、 
どれか一つでもなくせば感染症は起こらない
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そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
色
々
な
人
が
酪

農
を
始
め
や
す
く
で
き
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

広
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
門
戸
が
開
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
を
開
始
し

た
第
一
世
代
は
、
収
益
を
度
外
視
し
て

ス
ピ
ー
ド
重
視
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
が
、
第
二
世
代
に
な
り
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
は
落
ち
て
き
て
い
ま
す
。
今
の

世
界
情
勢
を
見
据
え
た
上
で
、
こ
れ
か

ら
消
費
者
の
方
に
ど
の
よ
う
に
還
元
し

て
い
く
か
、
そ
し
て
酪
農
を
ど
の
よ
う

に
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
悪
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ど
う
変
わ
る

か
は
難
し
い
課
題
で
、
皆
が
そ
れ
を
探

っ
て
い
る
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
酪
農
の
担
い
手
が
世
代
交
代
し
て

い
く
中
で
、「
こ
れ
か
ら
、
親
父
と
は
違

っ
た
経
営
の
仕
方
を
し
て
い
く
よ
」
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
想
を
新
し
い
方
向
に
向

け
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
江　
こ
れ
か
ら
、
若
い
世
代
や
女
性

が
活
躍
し
て
い
く
こ
と
に
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

活
動
は
経
営
の
多
角
化
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
例
え
ば
若
い
人
た
ち
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
楽
し
み
の
要
素
を
加
え
、

「
配
偶
者
探
し
」
の
よ
う
な
機
能
を
持

た
せ
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
業
体
験
を
し
た
後
は
、
血

圧
・
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
と

い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
健
康

農業ジャーナリスト。新潟食料農業大学
講師。筑波大学生命環境科学研究科博
士後期課程修了。農学博士。「強い農業
をつくる」「『農』が変える食ビジネス」
著。これまで、東洋経済、日本農業新聞、
全国農業新聞などに執筆。
主なテーマは「農産物マーケティング」
「農業と食に関するビジネス」｢企業の農
業新規参入」など。日常的に地方取材を
こなす。
酪農教育ファーム推進委員。

青
あお

山
やま

 浩
ひろ

子
こ

氏

持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
若
い
人
が

入
っ
て
く
る
こ
と
が
必
須
に

KE
YWORD

3

次回は、伝播経
路の遮断につい
て詳しくご説明し
ます！

次回予告

と
環
境
を
結
ん
で
予
防
医
学
を
目
的
と

し
た
企
業
の
方
々
の
酪
農
体
験
な
ど
、

新
し
い
価
値
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
山　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
酪
農
体
験
者
数

は
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
都
内
の
中
学
校
と
北
海
道
の

酪
農
家
が
連
携
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
酪

農
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
酪
農
家

が
搾
っ
た
生
乳
か
ら
作
ら
れ
た
牛
乳
を

事
前
に
送
っ
て
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

体
験
の
あ
と
に
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
ど
う
に
か
し
て
リ
ア
ル

な
体
験
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
志
の
強

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
新
し
い
方
法
も
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活

動
が
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
の
場
と
し

て
も
展
開
し
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

※
敬
称
略

酪
農
経
営
の
多
角
化
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

Q

今
後
、
酪
農
や
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
を
ど
の
よ
う

に
展
開
、発
展
さ
せ
て
い
け
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Q

感染症成立の3要因

1

伝播経路2

3

感染症対策
として手を

しっかり洗い
ましょう！

［    感受性宿主］3 ［     感染源（病原体）］1

病原体を
●入れない
●拡げない
●持ち出さない
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